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公開シンポジウム 旅が育む家族の絆と人間性 Part５  
～未来ある真の“旅育”のために～ 
 
実施担当研究員：森下晶美（国際地域学部・准教授）、松園俊志（国際地域学部・教授）、 
島川 崇（国際地域学部・准教授） 
開催日時：平成 24 年 12 月 8 日（土曜日）13:00～16:30 
場  所：白山第二キャンパス B-111 教室 
対  象：大学生、教員、教育関係者、一般など 
参 加 者：99 名（学生 68 名、一般 26 名、教員・講演者 5 名） 
参 加 費：無料 
後  援：社団法人日本観光振興協会 
 
１．事業の目的と背景 
“食育”をはじめ、○○育と名付けられ、生活の中の素材を子どもの教育要素としていこうと
する取り組みは多い。“旅育”という言葉もそのひとつであり、2007 年くらいから散見するよう
になった。一般的には、旅を子どもの教育に役立てていこうとする取り組みと考えられている。
しかし、「旅育とは何か」といった根源的な議論はほとんどなされておらず、一部の企業が体験学
習や家族旅行を旅育と称した商品化を行っているのが実情である。こうした動きは、食育という
言葉が乱用され本来あるべき姿を見失いつつある食育の現状を彷彿させる。旅育も安易に乱用す
ると、せっかくの取り組みが陳腐化し胡散臭いものになりかねない。 
このシリーズのシンポジウムでは、過去 4 回に渡り、旅育と家族旅行をテーマに、講演やパネ
ルディスカッション、旅による子どもへの影響の調査などを行ない、特に、「旅育とは何か」とい
う旅育の定義を考える取り組みには力を入れてきた。第 5 回目となる今回のシンポジウムでは、
これまでのシンポジウムでアプローチしてきた内容を総括すると共に、食育の失敗を繰り返さな
いために旅育はどうすべきかを考え、また、“旅育”を未来ある真の旅育とするためには何が必要
かを探る取り組みとする。 
 
２．事業実施内容 
 11 月下旬より、当研究所ホームページ、チラシ配布、日本国際観光学会へのメール案内などに
より広報を行なった。シンポジウム当日は、本学学生 68 名、一般 25 名（産業界関係者、他大学
教員、一般）など、合計 99 名が参加した。 
シンポジウムでは、食育の専門家である幕内秀夫氏（フーズアンドヘルス研究所・代表）、社会
科教育の専門家である寺本潔氏（玉川大学教育学部・教授）による講演と、これまでの内容を総
括するために担当研究員 3 名によるトークセッションを行った。 
 詳しいプログラムは以下の通り。 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）講
代表） 
 第一の
所・代表
育が同じ
て話を伺
 食育に
ンバーガ
ップスを
ャンクフ
見失いつ
と旅（風
17 年に
するジャ
が、食育
 さらに
栄養教育
めに、食
また、食
目当てに
また、
が出ない
立証しに
懐疑的に
 
（２）講
 続く第
育学部教
伺った。
【シン
13：00～
 
14：10～
 
15：20～
      
演１「食育
講演として
の幕内秀夫
轍を踏まな
った。 
ついては、
ーを、2007
使った食育
ード業界の
つあるのが
土・文化）
食育基本法
ンクフード
の失敗の一
、同氏は、
というもの
育インスト
育に対し行
した産業の
食育と旅育
）ため、そ
くいもので
してしまう
演２「思考
二の講演で
授・寺本潔
 
ポジウムの
14：00  講演１
15：10  講演2
16：10  トーク
松
       島
森
の失敗から
、フーズ
氏に、食育
いためにど
2005 年から
年からはカ
を表明する
参入で本来
現状である
との関連に
が制定された
業界の食育
因となった
食育の失敗
が実際には
ラクターな
政から費用
進出や取り
の類似点に
の効果を数
あり、それ
可能性があ
・判断・表現
は、社会科
氏に、旅育
構成】 
「食育の失敗か
「思考・判断・表
セッション「未来
園俊志（東洋大
川 崇（東洋大
下晶美（東洋大
旅育は何を学
アンドヘル
の失敗の原
うすべきか
マクドナル
ルビーがポ
など、いわ
あるべき方
が、幕内氏
ふれながら
ことによっ
への進出な
と述べた。
の根本的問
きちんと役
ど民間資格
対効果の不
組みが意味
も触れ、食
値化しよう
を無理に数
り、注意が
力の幅を拡
教育が専門
は子どもに
ら旅育は何を
現力の幅を拡
ある真の旅育
学国際地域学部
学国際地域学部
学国際地域学部
13 
ぶべきか」
ス研究
因と旅
につい
ドがハ
テトチ
ゆるジ
向性を
は、食
、平成
て、それを
どを招き、
 
題は、こう
立たなかっ
が登場しあ
要な公的予
もなく増え
や旅の効果
としやすい
値化しよう
必要である
げる旅育の
で各地の小
どのような
学ぶべきか」
げる旅育の力
のために～こ
・教授） 
・准教授） 
・准教授） 
幕内秀夫氏
ビジネスに
かえって食
した産業界
たことが大
らゆるもの
算がつき、
たこと、な
はエビデン
。しかし、
とすると、
とまとめた。
力」寺本潔
学校で旅育
影響を与え
 幕内秀夫氏
」  寺本 潔氏
れまでのシン
（フーズア
しようと
生活の情報
の動きより
きな原因で
が食育とな
行政からの天
どその弊害を
スが分かり
そもそも旅や
旅そのもの
 
氏（玉川大
授業を実践
るか、その
（フーズアンド
（玉川大学教育
ポジウムを受
幕内秀
ンドヘルス
の混乱が生
もむしろ、元
あると述べ、
ってしまった
下りやその
説明した。
にくい（す
食事は因果
が本来持つ価
学教育学部
している玉川
可能性につい
ヘルス研究所
学部・教授） 
けて～」 
夫氏
研究所・
じたこと
来ある
そのた
こと、
予算を
 
ぐに結果
関係が
値まで
・教授） 
大学教
て話を
代表） 
 いった自
ぬ場所や
に乗り物
も重要で
また、
成できる
情報の活
と述べた
といった
若い家
では旅育
何をする
ば、旅育
 
（３）ト
松園俊志
森下晶美
 上記 3
振り返り
最初に
査データ
は、旅は
共感力を
非日常体
日常と比
教育、国
分自身のア
人との出会
に乗っても
ある、と説
旅行におけ
ことも旅育
用力、対人
。その上で
研究はまだ
族は子ども
に家族の成
のか」とい
に時間と費
ークセッシ
（当研究所
（当研究所
名の研究員
、まずは、
森下は、①
、③これま
人間性の成
人の成長に
験、旅先で
較した共有
際化教育な
イデンティ
いはまさに
窓から景色
明した。 
る家族や同
の力である
関係力、批
、しかし、
ほとんどな
と一緒に自
長や意味を
った家族旅
用をかける
ョン「未来
研究員／国際
・研究員／
は、2008 年
それぞれが
産業界によ
でのシンポ
長を促すと
役立てよう
の交流など
時間の長さ
ど）、最も効
寺本 潔氏
ティの認識
場所の持つ
を見ないの
行者とのつ
とし、観光学
判的思考力
旅育によっ
されていな
分も満喫し
感じ取れる
行の高度化
時代が必ず
ある真の旅
地域学部教
国際地域学
度より本事
旅育をどう
る旅育の取
ジウムでの
する考え方で
とするもの
）、b.人との
など）、c.旅
果的な旅育
14 
 寺本
業の事
すると
旅を扱
旅育は
文化に
広がり
的な行
成長、
保護者
と述べ
重要で
に他ならず
効力であり
はナンセン
ながりにも
習で育成さ
、問題解決
てどんな力
い、とこれ
たい、自分
ことが大切
と旅育の自
到来するは
育のために
授）、島川崇
部准教授）
業計画に携
とらえてい
り組みの現
各氏の発言
、旅によっ
。旅育には
時間共有
を素材とし
にするため
氏は、各地
例を取り上
子どもたち
う必要性が
、空間的な
関連する事
と寛容な心
いであり、
発達にとっ
や自己が自
た。特に、
、自分のい
、また、そ
、旅育であ
スで、空間
触れ、家族
れる技能や
の姿勢、関
が身につく
からの研究
も旅で成長
で、「いつ、
覚化が求め
ずだ、とま
～これまでの
（当研究所
 
わってきた
るかについ
状、②これ
の共通点を
て得られる
3 つの要素
（家族・友人
た教育（職
には、これ
の小学校で
げながら、
の興味が大
あるのでは
移動を伴う
前事後の学
を持つこと
その際、旅
てプラスの
覚している
場所と空間
る場所の認識
こから移動
る、とした。
移動のつな
や同行者と
態度には、
心や起業な
のか、誰が
の必要性も指
したいと思
どこに行く
られている
とめた。 
シンポジウ
研究員／国
が、これま
て発言した。
まで行った旅
まとめ、旅
知識や興味
があり、a.旅
との共通体
業教育、郷
ら 3 つの要
実践してい
旅行を題材に
きい、初等教
ないか、と
実際の旅行体
びによって
を狙いとし
育が子どもの
作用を及ぼす
ことが重要
的移動の持つ
は、母語や
した他所での
従って、旅
がりを認識す
のつながり意
情報を収集す
ど多くの効力
それを担うべ
摘した。 
っている、そ
のか」から
、これが実現
ムを受けて
際地域学部准
でのシンポジ
 
の効果に関
育の定義を
・価値観の広
の体験（異
験、想い出
土教育、地理
素を全て満た
る旅育授
授業を
育から
した上で、
験や異
、視野の
た教育
心身の
ことを
である、
意味は
文化と
見知ら
行の際
ること
識を醸
る力、
がある
きか、
の意味
「どこで
できれ
～」 
教授）、
ウムを
する調
「旅育と
がり、
文化・
づくり、
・歴史
すこと
 が必要で
上で、旅
能性をま
最後に
っかくの
認識し C
くべきで
におけ
どの休暇
ず、授業
旅育を推
を整えて
 また、
すると共
を進めて
 
３．事業
この事
とは何か
く旅育に
 
（１）“
・新倉武
啓発委員
「旅を子
とができ
ントにつ
・小林英
ある。」と述
育は子ども
とめた。 
、松園は、
旅育が矮小
SR（Corp
はないか
るそれを比
にも寛容
に遅れる
進するた
いくこと
森下は、こ
に、われわ
いく必要が
の成果 
業では、旅
、また、ど
ついての考
旅育”に関す
一氏（財団
長）、2008
どもの教育
る。またそ
ながるので
俊氏（財団
べた。 
だけでなく
産業界が体
化されるの
orate Soci
、と述べた
較し、ヨー
だが、日本
として夏休
めには、日
も必要では
れらのトー
れは研究分
あるのでは
育をテーマ
うあるべき
えを述べて
る各氏のコ
法人日本交
年 12 月、第
に取り入れ
れによって
はないか」
法人日本交
その過程を
験学習を旅
ではないか
al Respon
。また、
ロッパで
の場合は
みなどの
本のこう
ないか、
クセッショ
野に携わる
ないか、と
に 2008 年
か」を考え
もらい、多
メント  
通公社会長
１回公開講
ることで、
環境問題を
 
通公社常務
15 
通じて親も
育と呼び、
、と懸念を
sibility／企
ヨーロッパ
は旅の価値
、旅行をレ
決まった時
した価値観
とまとめた
ンでの意見
者として、
まとめた。
より５回に
てきたが、
方面から旅
（ ）内の
、社団法人
座 
子ども達の
考えること
理事、北海
続いて、
庭での旅育
当の旅育が
のいやな面
行きさえす
誤りではな
どもを旅行
のかと、旅
た。また、
とすること
育つことが
単なる商品
表し、旅育
業の社会
の学校にお
をきちんと
ジャーとし
期にしか旅
を変え、家
。 
を総括し、
まずは、旅
 
渡り公開講
特に、講演
育の定義に
肩書はいず
日本ツーリズ
旺盛な好奇
や将来の職
道大学大学
島川は、自
に触れ、家
出来る、旅
を見ること
れば旅育に
いか、また
に連れてい
育の持つ問題
旅育を旅行
にも問題が
出来る、と
化や利益の
の価値の高
的責任）と
ける旅行
認識して
てしか位
行に行く
族旅行に
観光産業界
育の価値（
座とシンポ
者、パネリ
アプローチす
れも講座開
ム産業団体
心を刺激し
業選択を含
院・東京大
身が実践して
族旅行だか
行に行くこ
もあるので
なると考え
、親のエゴだ
くのはいか
点の部分
需要の創出に
あると述べ
述べ、旅育の
ために利用す
さを産業界が
して取り組
の位置づけ
おり、家族
置付けられ
ことが出来
出掛けられ
が旅育の価値
＝旅の価値）
ジウムを行い
ストなどか
ることが出
催当時のも
連合会（T
その視野を広
めた生き方探
学・琉球大学
いる家
らこそ本
とで家族
、旅行に
るのは
けで子
がなも
も指摘し
使おう
た。その
持つ可
るとせ
もっと
んでい
と日本
旅行な
ておら
ない。
る環境
を認識
の整理
「旅育
らも幅広
来た。 
の。 
IJ）広報
げるこ
しのヒ
非常勤
16 
 
講師）2009 年 12 月、第 2 回公開講座 
「感受性を豊かにするには能動的に関わることが大切で、観光はまさしく非日常的なものを「見
る」能動的な行為であり、旅を通じて学ぶことができるのは、感じる力、洞察力、組み立てる思
考力、地域を見る目、生きる楽しさ、生きる知恵などさまざまである」 
・柵木鬼美夫氏（社団法人日本ツーリズム産業団体連合会・前事務局長）、2010 年 12 月、第 3
回シンポジウム 
「“旅育”というものが、食育のように誰もが簡単に使えることによって本来のあるべき姿を見失
ってしまわないようにしなければならない」、「海外旅行をすることによって、例えばアメリカの
ような他民族国家の中では、価値観の違いを自ら学ぶことができる」 
・迫田健太郎氏（社会福祉法人あすみ福祉会常務理事、茶々すずや保育園園長）、2010 年 12 月、
第 3 回シンポジウム 
「子どもは育てるのではなく育つもの、その環境を提供するのに旅育は有効」 
・岡田美奈子氏（財団法人日本交通公社観光文化事業部）、2010 年 12 月、第 3 回シンポジウム、
2011 年 12 月、第 4 回シンポジウム 
「家族旅行で培われる力は５つの“Ｃ”、Curiosity（好奇心）、Challenge（行動力）、Creativity
（創造性）、Consideration（思いやり＆協調性）、Confidence（自信）であり、成長段階に応じた
家族旅行が“生きる力”を育む」 
・沢登次彦 氏（㈱リクル－ト 旅行ディビジョン じゃらんリサーチセンター センター長）、2011
年 12 月、第 4 回シンポジウム 
「家族旅行には、家族の絆を深める効果や現地の地域文化を知ることで学ぶ意欲や交流意欲が高
まるといった効果がある、旅育を推進していくためには、こうした“家族旅行（旅育）の価値の
可視化”をする必要がある」 
・寺本潔氏（玉川大学教育学部教授）、2011 年 12 月、第 4 回シンポジウム 
「旅育は、情報収集・活用、対人関係、批判的思考、問題解決、報告、関心、起業など、子ども
のさまざまな力を養うことができ、また、家族旅行は家族による協同作業が家族のつながりを深
める」、「日本では学校教育としての旅育が未発達であり、旅育の担い手が不明確である」、「いつ、
どこに行くのか」といった旅行から「どこで、誰と何をするのか」といった（中略）家族旅行の
高度化と旅育の自覚化の重要で、「かわいい子には旅をさせよ」の今日的意味づけも必要である」 
・島川崇氏（東洋大学国際地域学部准教授）、2011 年 12 月、第 4 回シンポジウム 
「家族旅行や旅育は、（効果がある半面）普段十分な愛情を子どもに注がない親の愛情欠如の
言い訳として利用される危険性もあるのではないか」 
・松園俊志氏（東洋大学国際地域学部教授）、2010 年 12 月、第 3 回シンポジウム及び、2011 年
12 月、第 4 回シンポジウム 
「日本において旅の効果が軽視されている中、“旅育”を定義することは非常に重要な意味を持つ」、
「旅育や家族旅行を推進するためには日本の休暇制度も併せて考えていかねばならない」 
 
（２）コメントの共通点 
 各氏のシンポジウムでの発言から共通事項を探ると、“旅育”の有効性について、次の３つの点
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を指摘することができる。 
① 旅の体験による興味や学習意欲の喚起（好奇心、感じる力、視野が広がる、地域を見る目、
学ぶ意欲、関心など） 
② 人との交流（対人関係、価値観の違い、思いやり＆協調性、家族の絆、交流意欲など） 
③ 教育素材としての旅の利用（洞察力、環境の提供、行動力、創造性、情報収集・活用、批判
的思考、問題解決、報告など） 
 
（３）旅育の定義 －“旅育”とは－ 
 こうした取り組みを通じて、旅育の定義は次のように考えることが出来る。 
 『旅育とは、旅は人間性の成長を促すとする考え方で、旅によって得られる知識や興味・価値
観の広がり、共感力を人の成長に役立てようとするもの。旅育には 3 つの要素があり、①旅の体
験（異文化・非日常体験、旅先での交流など）、②人との時間共有（家族・友人との共通体験、想
い出づくり、日常と比較した共有時間の長さなど）、③旅を素材とした教育（職業教育、郷土教育、
地理・歴史教育、国際化教育など）、最も効果的な旅育にするためには、これら 3 つの要素を全て
満たすことが必要である。』 
 つまり、①、②については旅そのものの教育的効果であり、旅育の一要素ではあるが、①～③
個々の要素だけでは十分な旅育効果を得ることは難しい。3 つの要素を全て満たしてこそ、相乗
的に旅育効果が期待できるといえる。③については、学校や産業界による旅育授業として行うだ
けでなく、家族によって旅を素材に行うことのできる教育も多いと考える。 
 
以上のように、シンポジウムなど通じ旅育の定義にアプローチし、観光が成長過程の子供の人
間性形成や教育にどう貢献できるかを考えてきたが、このテーマは、近年、社会問題にもなって
いる家族のあり方・つながりや旅行の価値創造についてもあらためて考えるきっかけとなった。
また、5 回の公開講座、シンポジウムを続けることで、本研究所が旅育についてリードして取り
組んでいることが観光産業界や観光学会に対して周知することができ、有意義な事業であった。 
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